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第一章 緒 言

病理解剖學上結核性腸潰瘍ハ治癒 ノ傾向テ示 ス

モノ紗カラザルモ多登性二嚢生セル場合ハ之ガ

完全ナル治癒ハ稀ナ リトセラル。我 ガ國 二於 テ

ハ黒丸氏ハニ次性腸結核屍208例 中完全治癒 テ

僅二3例(1.44%)二 於テ報告セリ。

余 ハ悪性貧血 ノー女屍 ノ剖検 二於 テ偶然 カ クノ

如キ所見 テ見出 シ、而 モ此病愛 ハ右肺上葉 二存

在 セル結核 性初 期病竈 ノ氣管枝穿入 ニ ヨル結核

菌 ノ爲 メ惹起 セ ラレタ リ ト思 ハル ・興味 アル例

ラ経験 セル子以 テ舷 二之 二就 テ報告 セン トス。

第二章 實験例

38畿 女 産婆

驕抹診断 悪性貧血

臨躰所見 血族遺傳的關係 認ムベキモノナシ.

蔑往症 死亡凡 ソ15年 前呑酸、噌噴、悪心、嘔

吐等ナカリモシ食後及室腹時胃痛テ豊工食後長

ク胃腸膨満 シ下痢 テキタシ食慾振 ハズ全身倦怠

テ昼工繍痩セルコトアリキ。分娩普通3同 。流

産ナシ。

現病歴 血液 ノヱ氏反庶 陰性

杢症ハ昭和9年6月 頃呑酸、嗜囎、胃部膨満感、

悪心、嘔吐、軟便、下痢、食慾不振等 ノ胃腸障

碍 ガ妊娠 二依 リ誘褒 セ ラレ、 昭和10年1月12

日 二分娩 子普通 ニ スマ セタルモ更 二塘悪 シ、昭

和10年3月8日 悪性貧血 ノ疑 ノ許 一當大學第

一内科 二入院 セ リ
。 入院當初身盟 ノ何盧 ニモ俘

腫 テ認 メザ レド楽養不良 一 シテ皮膚乾燥 シ且'ソ

蒼 白 テ呈 シ粘膜 モ亦貧血性 ニ シテ賑搏頬数 ナ リ

キ。淋 巴腺 ノ腫大 ナケ レドロ内炎 アリテ舌赤 ク

薄苔 テ被 リ舌先 二小膿胞 テ有 シ歯齪 二黒占歌出血

ラ認 メ心尖二牧縮期雑音4頸 鋼 蕨二燭巣音 テ薙

取 セ リ.脾 臓、肝臓、腎臓鰯知 セズ、腱反射常

態 、臨躰 的拉 二上.線學的 二肺、子宮及卵集 二異
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塑 ナ ク、」二線躍的 二胃腸 二璽化 ラ認 メザ リキ。

胃液 ハ納酸度30遊 離竸酸14結 合 セル盟酸6轟

シテ漕血 ナ ク乳酸 ラ鐙明 セザ リキ。糞 便中 昌蜴

畠卵 ラ認 メタレ ド漕血 テ認 メザ リキ。尿 ハ弱酸

性透 明ニ シテ蛋 白、糖b「 インヂ カンJ共a(→b

「ウロ ピリノー ゲ ン」(十)、 「ウロピ リン」(一)、

白血球 ラ痕跡 認 メタルモ赤血球、 圓控 及上皮細

胞等 テ認 メザ リキ。血液 ハ赤血球激176筒 、 網

状赤血球0.4%、 糧 度 ノ不同大赤血球症拉 二異

形赤血球症 ラ認 メタレ ド有核 赤血球 ラ認 メズ、

血 色素指傲1・4、 白血球 線撒2200,中 性 多形核

白血球68.4%b淋 巴球31.6%、 「エ オジン」嗜

好多形核 白血球、盟基性多形核 白血球、「モ ノチ

ー テン」、 「プラスマ」細胞及病的 白血球 テ認 メ

ズ、血小板9600、 血液沈 降速度(26。C)1時 間 目

55粍 ナ リキ。

入院後3月15日 頃 ヨリ尿中 二蛋白及 「インジカ

ン」 テ謹 明 シ沈渣 二白血球糟 加 シテ不定 ノ褒熱

ア リ、3月23日 頃 ヨリ面銀痛 テ訴 《・歯銀出血 ア

リテ其慮 二潰瘍 テ生 ジ、 又放尿痛、尿意頻臥

遺尿等膀胱 炎 ノ症状漸次 登現 シ尿 中 二赤 血球 ラ

認 メタ レ ド膀胱 炎治療施行後不定 ノ蛋熱 ナ ク尿

中 ノ白血球敷減少 シ赤血球 テ認 メザル ニ到 レル

モ「インヂカ ン」、 「ウロ ピリノー ゲ ン」或 ハ(一 》

或 ハ(+)ナ リキ。叉3月18日 ヨ リ肝臓療法 テ

施 シ3月25日 、4月4日 、4月23日 、5月3

日4同 輸 血 テ行 ヒタルモ4月18日 頃 ヨ リ足背

二浮腫來 タリ舌 ニモ小潰瘍認 メ ラレ此潰瘍其後

徐 々二増大 セ リ。5月3日 雨脚 ノ「シビ レ」感 テ

訴 へ5月7日 ニハ顔面俘腫 加バ リ嵐痩衰弱甚 シ

ク逐 二昭和10年5月19日 永眠 セ リ。

血液検査 ハ前後11同 二亙 リ行 ハ レタ リ。之 テ線

括略記 ス レバ、赤 血球 数63萬 乃至176萬 ニ テ=檜

減 不定 ナ リシモ大禮 二於 テ漸減 シ、網状赤 血球

0.2%乃 至2.5%ニ シテ4月20日 頃 迄檜加 シソ

レヨリ減 少5月8日 頃 ヨ リ再 ピ増加 セ リ。不 同

大 赤血球 症ハ輸 血後 二中等度 トナ レル外 ハ異形

赤血球 多過症 ト共 二軽度 ニ シテ大赤血球 ノ螢現

著 明 ナ ラザ リキ、有核赤血球 ハ5月1日 後 二僅

少毅 見 セ ラレ タル ノ覧昌 シテ,血 色棄指撒 ハ

1.18乃 至1,48=シ テー時的 下降 スル コ トアリ

タ レ ド常 昌1.0以 上 チ示 メセ リ.

白 血球絶敷2200乃 至5200sシ テ壇減不定 ナリ

キ.淋 巴球 ハ16.0%乃 至52・5%昌 シテ相封的

昌ハ4月6日 迄増 多 ラ呈 シタ レ ド以後 ハ減少或

・ハ正常 ナ リキ
。骨髄細胞 ノ疲現1回 モナカ リキ.

血 小板44000乃 至339000昌 シテ壇減 不定 ナ リ

シモ大禮 昌於 テ漸 減 セ リ.

剖検診断

1液 状血液

2貧 血性諸臓器

3肺 水腫

4

5全 身性水腫

6赤 色髄

7

8表 在性舌潰瘍

9

10

11

12

13副 膵臓

剖検所見

心臓及肝臓 ノ謁色萎縮

雨側副腎ノ脂肪貧弱

廻腸粘膜 ノ表在性治癒性債傷

左腎ノ髄質織維腫

右肺初期愛化群

右側禰蔓性彩粗性肋膜炎

剖検ハ死後8時 間20分 二於 テ行ハレタリ。

身長145糎 、 盟重30た 五 骨格中等度.彊 度二

協痩、死剛ハ諸關節二於 テ高度二登達セルモ、

死斑ハ唯盟下垂部ニノミ淵蔓性弱紫赤色二出窺

セリ。角膜 ハ潤濁乾燥 シ、 ロ肩蒼白。皮膚ハ貧

血性蒼白漁潤ニシテ全身到ル虎著明二水腫テ認

メ、外部 ヨリ燭手 シ得ベキ淋巴腺 ノ腫脹ナカリ

キ。腹部軽度二陥凹、腹腔 テ開 クニ皮下脂肪著

シク減少 シ腹壁諸筋暗赤色 テ呈 シ中等度潤濁セ

リ。腹膜ハ禮壁及内臓部共二Zl1滑ニシテ光浮 ア

リ腹腔二凡ソ50ccノ 透明ナル液瀦溜セリ。

大網膜ハ常位ニアリ脂肪沈著僅少 ニシテ 「ジヱ

リー」様 ラ呈 シ、肝臓、脾臓共二正常位置 二・ア

リテ癒著ナカリキ。横隔膜 ノ高 サ左第五肋骨右

第四肋間腔、鍛様突起ハ正常位 ニアリテ癒著ナ
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ク、膀胱 ・・約150ccmノ 尿 テ蔵 シ、 胃腸 ハ含氣

性 二可ナ リ膨満 セリ。腸 間膜 ハ脂肪 中等度 昌沈

著 シ軽度a「 ジヱ リー」様 テ呈 セリ。腸間膜 淋巴

腺ハ多歎米粒大 ヨ リ栂指頭大扁 準 二腫大 シ表面

灰白色 テ呈 セ リ。切割可能 ナルモ ノ全部 ラ切割

精検 セルモ結核性壁化認 ノ ラレズ シテ割面全 ベ

テ髄様 ニ シ毛軽度 二謁色 ラ呈 シ其 中少敷一部分

.軽度 二黒褐 色二著 色 セ リ。脾臓 ハ大 サ12.2×7・6

x8・2楓 重 サ150瓦 、 被嚢緊張 シZl9一滑 昌 シテ

光浬ア リ噌紫色 テ呈 シテ堅 ク締 リ割面血液 二富

メリ、脾實質ハ梢 賜星固ニ シテ濾胞 ハ不明 ナ レ

ド脾材・・明 ナ リキ。肝臓 ハ大 サ24.9×14.0×6.2

楓 重 サ920瓦 、 表面一一一般 二滑澤 ナ レ ド唯 前面

ニノミ穰元豆大 ノ織維性癒著斑 テ認 メタ リ。邊

縁 ハ甚 ダ鏡利 ニシテ硬 度尋 常割面著 明 二褐 色 ラ

呈 シ小葉像 ハ明 ニ シテ軽度 ノ膿管肥厚 テ認 メタ

ルモ厘 ニヨ リ肝臓 「ヂ ス トマ」ハ出 デ來 タラザ リ

キ。 臆嚢 ・・約15ccmノ 赤 黄色 ノ膿汁 テ含 有 シ

粘膜二異常 テ認 メザ リキ。左腎臓 ハ大 サ11・2×

,,5.Ox3.2楓 重 サ145瓦 ア リ被膜 ノ剥離 容易 ニ

シテ星芒静脈 ハ認 メ得 ラレ表面滑澤 ニ シテ硬度

弾 力性硬固ナ リキ。割面 バー般 二貧 血性蒼 白 ラ

呈 シ皮髄 ノ境界明 ニ シテ髄 質 二粟粒大 ヨ リ少 シ

大 ナル織維腫1個 認 メ ラレタ リ。腎孟 ハ櫨大 セ

ズ粘膜 二異常 ナカ リキ。 右 腎臓 ハ大 サ10.9×

5.0×2.9糎 、重 サ110瓦 ア リテ唯繊維腫 テ認 メ

ザリシ外 ハ左腎 ト殆 ド同様 ノ性状 ラ呈 セ リ。副

腎 ハ左7・0瓦 、右6・5瓦 アリテ雨側共皮質 ノ脂

肪減少 シ且 ツ髄質強 固ナ リキ。膵臓 ハ重 サ90瓦

アリ分葉像及硬度尋常 ニ シテ尾部 ノ腹膜 二黒褐

色 ノ鮎状出血斑1個 認 メ ラレタ リ。 胃ハ約50

・ccmノ 液 状内容物 テ有 シ其粘膜 加答見性 ニ シテ

轍 肥厚 シ級髪 ハ比較的少 ナキモ穎粒状 ラ呈 シ

潰瘍及出血 ハ認 メ ラレザ リキ。 十二指腸粘膜 ハ

貧血性 ニシテ「ジヱ リー」様 テ呈 シ、糖輪膿管 ハ

佳良通過性 ナ リキ。 胃 ノ幽門輪 ヨ リ下方約7糎

隔 リタル十二指腸漿膜 二大 サ1.0×0・5糎 ノ副

;樺臓個 存在 セリ。 十二指腸 以下 ノ小腸及大腸 ハ

'少量 ノ糞汁 テ蔵 シソレ等 ノ粘膜 ハ高度 二貧血性

軽度轟加答見性ラ呈 シ、小腸粘膜バー・般二非薄

ナリキ。結腸鱗 ノ上h・94糎 隔 リタル廻腸 ノ漿

膜面a示 指頭大1個100糎 隔 リタル同 ジク廻腸

ノ漿膜面・r-tR)指頭大2個 黒褐色 ノ出1血斑認 メラ

レ、結腸鱗ラ去ル4糎 ノ個所 ヨリ上IJ'116糎 ノ

間即殆 ド廻腸全長 ノ粘膜 二於 テ27個 ノ潰瘍散

在 セリ。之二就 テハ後鳥精記 スベ シ。趨様突起

ハ粘膜 二異状ナカリキ。直腸 ハ軟 キ糞塊 テ満 タ

シ粘膜高度貧血性ニシテ漿膜 二3個 ノ黒褐色 ノ

鮎状出血斑存在セリ。 膀胱 ・・約150ecmノ 普通

尿 ラ含有 シ其粘膜 ニハ肉柱像明ナ リキ。膣、子宮

及卵集ニハ異状 テ認 メザ リキ。胸脇 テ開 クニ胸

骨、肋骨及肋軟骨二異常ナク胸腺ハ殆 ド脂肪化

セリ。雨側胸部 ハ相封的ナ レド左胸腔ニハ透明

ナル液約300ccm瀦 溜 シ居 リ左肋膜腔全 ク癒著

シ居 ラザ リキ。然ルニ右肋膜腔殆 ド全部織維性

二即禰蔓性霧粗性二癒著セリ。心嚢・・約100㏄m

ノ透明ナル液 テ含 こ其内面卒滑 ニシテ光澤 アリ

キ。心臓ハ重サ230瓦 略ボ屍手拳大 ニシテ冠状

動脈ニハ蛇行、灰白色肥厚等 ノ異常ナク外膜ハ

ZF滑 ナリキ。心尖ハ左心室 ヨリ形成 セラレ心外

膜下脂肪組織 ハ可ナリ豊富ナ レド「ジヱ リー」檬

テ呈セリ。雨側心内腔 ニハ稀薄液状血液 テ含有

シ雨心室憤張 セズ左心房二刺針大 ノ黒胡犬出血1

個存在セリ。大動脈圓錐部 二於 ケル厚 サ1・0糎

肺動脈圓錐部二於ケル厚サ0.3糎 ナリキ。心筋

ハ可ナ リ禍色テ帯 ピ心内膜及樒 テノ繕膜装置二

異常 テ認 メズ卵圓孔ハ全 ク閉鎖 シ大動脈起始部

ノ内膜ハ殆 ド李滑ナリキ。左肺容積梢 ヒ縮小 シ

表面網歌 ラ爲セル識維素性物質 ニテ被覆セラレ

前上肋骨面及縦隔寳面 二少 シ彊 ク灰白色 ノ地二

黒色 ノ斑紋散在セリ。肺臓 ハ硬度一般 二壇加 ス

レド硬結テ燭知 セズ割面全盟強度貧血性 ニシテ

加巫ニヨリ多量 ノ漿液流出 シ何盧 ニモ結核性病

竈 テ認 メザリキ。氣管枝及氣管枝粘膜 二異常ナ

ク肋膜 二於 ケル出血ハ不明ナリキ。肺門部淋巴

腺碗豆大迄黒色二腫大 シ殆 ド全ベテテ切割精検

セルモ結核性病攣認 メラレズ割面線ベテ炭末二

富モ髄檬 ナリキ。右肺表面一般二左肺 ヨリ黒味
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少 シ弧 ク諸1鵡繊維性 昌披覆セラレ且 ツ繊維性架

片附警 シ容積 ・気富 こ硬度弧力性彊固ナリキ。1:

葉 二於テ胸縦隔而 ト肋骨面 トノ境界前絶 ノ上部

昌繊維性架片附著 シ織維性二閉鎖セル上中 ノ葉

間戴痕部ニアリ此葉間隔壁二沿 ヒテ模状 テナシ

肺根部二及 プ硬結存在 ヒリ。此硬結部ノ下絶 昌

沿 ヒ灰白色 テ呈 シ縄度 ∴肥厚 セル肋膜中ラ縄過

スル淋巴管 ノ流〆肺根部 ノ部局第 ・次気智枝肺

淋巴腺ハ黒色テ呈 シ0.7×0.7糎 二脈大 シ硬度

ハ全盟二強固ナルモ ・部特 昌硬 キ虎 アリキ。此

淋巴腺二隣接 シ硬結部 ノ上ノノ'ヨリ來 タリ上述淋

巴管 ト交通 セル淋巴管 ノ澁 グ部局第 二次氣管枝

肺淋巴腺 モ亦黒色 テ呈 シ硬度強固二 〇.65×0.3

糎 二腫大 セルモ特 二硬キ部分ナカリキ。以上2

個 ノ淋巴腺ハ共 二繊維性二厚 ク被包セラレ第二

次氣管枝肺淋巴腺ハ然 ラザル・モ第…次氣管枝肺

淋巴腺 ハ肺 二堅 ク癒著 シ之チ取 リ出スニ肺組織

ノー部 テ附著 セシムルノ止ムナキニ至 レリ。此

硬結部及硬結部 ノ部局第 一次氣管枝肺淋巴腺 二

就 テハ後 二精記 スベ シ。第二次氣管枝肺淋巴腺

ノ割面皮質 ノ大部分 ト髄質 ノー部髄様ニ シテ他

ノ大部分黒色二硬化 シ結核病竈 テ認 メザ リキ。

其他 ノ所見殆 ド左肺 ト同 ジカリキ。骨髄,大 腿

骨骨髄ハ實質性ニシテ全 ク赤色化セ リ。頭部臓

器 テ看ル=、 舌 ノ雨側避縁 二各1個 ヅ・碗豆大

ノ潰瘍 テ認 メタレド扁桃腺及舌根 ニハ認 メラレ

ザ リキ。咽頭、喉頭、氣管及食道 ノ粘膜 ハ強度

二貧血性テ呈セル外憂化ナカリキ。

氣管分岐部及氣管側淋巴腺ハ黒色、褐色或 ハ灰

白色 テ呈 シ腫大著 シカラズ最モ大'ル モノニテ

扁卒腕豆大ナリキ。切割可能 ノ淋巴腺全部 テ切

割精検致 シタレド結核性攣化認 メラレズ割面ハ

灰白色、褐色或'・黒色ラ呈 シ髄様 ナリキ。而 シ

テ大盟下部 ノモノ程黒色且ツ大ニシテ上方へ行

クニ從 ヒ小 トナリ且ツ黒色味減 ジテ弱褐色テ呈

シ次荒二灰白色テ呈セリ。大動脈 バー般 二伸展

性三富 ミ内膜 ハ殆 ド李滑ナリキ。甲状腺ハ重 サ

40瓦 アリテ膠質 ノ含有量頗ル良ナリキ,頭 部 ノ

剖検及舌潰瘍 ノ鏡検 ハ篤志解剖 ノ爲メ行 ハレザ

リキ.

蔚職 的所 兇〆

血液 ノ心嚢液 ノユ氏反旛共 昌陰 性

検査 〃法 切片標本 ハ全 テH.X・ ・Eosin重 染

色 卜VanGie80n氏 結 締織 染色 チ施 シ必要`

慮 ジテWeigert氏 弼 力繊維染 色更 二之=▼an

Gieson氏 結 締織 染色 テ加 《・タル モ ノZiehleNe。

eE8en氏 繕 核菌染 色或 ハ「メチー レンブラウ∠液

a後 染 スル代 リ=「teク リ ンJ酸 飽和水溶液 二後

染 シタルモ ノSudan璽 脂 肪染色H.X輩 染

色Giem8a液 染 色Perb-Stiede氏 「t・seルリン」

青反慮法 ラ使 用 セ リ。

組織 的所 見 ハ小腸 ノ潰瘍 右肺 上藥硬結 郁及部局

第 一次氣鴛枝 肺琳巴腺 テ除 キ他 ノ臓 器 二就 テ鉱

二記載 セ リ。

肝臓 グ リソン氏鞘 ニハ膿管 ノ檜殖 ハ認 ノラレ

ザルモ結締織 ハ可 ナ リ高度 二檜殖 シ所 々中心静

脈 ノ周園 二少 うノ小圓形核細胞浸潤 テ俘ヘ ル僅

少 ノ結締織壇殖 ラ認 メタリ。脂肪 ハ少 ク小葉 ノ

肝細胞 内ニハ謁色色素穎粒 ラ中等量 二認 メ殊 二

中心部 二於 テ稲 《多量 ナ リキ。 「ズダ ン」■著染

二於 テハ多少 「ズ グン」ノ色 テ取 リ赤褐色 テ呈 セ

ル モ ノア リ鐵 反癒 ニテハ此穎粒陽性 テ示 シ、「・・)

モ ジデ リ》」穎粒 ナル コ トヲ明 ニセリ。Kupffer

氏 星芒細胞 中 ∴モ此色素 ラ少量認 ムルモ脂肪滴

ハ認 メ ラレザ リキ。 肝毛細 管 ニハ彫血 ナ ク多形

核 白血球 比較 的多撒認 メラレタ レド赤血球 喰現

象ハ認 メ ラレズ シテ有核赤 血球 、骨髄細胞 少撒

出現 セ リ。

脾臓 實質血液 二富 ミ濾胞 可 ナ リ縮小乃至清失

シ脾賓少 シ懐張 シテ脾髄 細胞 ハ瀟蔓 性 二増殖 シ

居 レリ。 「ベル リン」青反慮陽性 ナル 「ヘモ ジデ

リン」 ハ比較的大 ナル褐 色色素穎粒 テナ シ細胞

ノ内外 二多量 二沈著 シ中等量 ノ普通有核赤血球

ト少数 ノ骨髄 細胞 出現 シ稀 二大有核赤血球 テ認

メ タルモ赤 血球喰現象 ハ認 メラレザ リキ。'

骨髄 「ヘモ ジデ リン」穎 粒相 當多量 二網檬 内被

細胞 内二沈著 シ亘大有核赤血球 二富 ミ無穎粒ノ

骨髄 母細胞 多 ク赤 血球観現象 ハ認 メラツザリ

●
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キ。骨髄性亘態細胞ハ減少 シ又之ガ著 シク分葉

状テナセルモノアリキ。心搬 心筋織維 ハ萎縮

性ニシテ脂肪ハ極 メテ微量二沈著 シ潤耗性禍色

色素中等度二認メラレタリ。間質 二壁化ナカリ

キ。大動脈 内膜層二脂肪少景認 メラレタリ。

腎臓 鐵反慮陰性ニシテ「ヘモジデリン」ノ沈著

ナク細尿管 ノ潤管部集合管 ノ上皮及綜毬髄 二脂

肪少重沈著セルモ主部 ニハ認 メラレザ リキ。副

腎 皮質 ノ毬状層強度二萎縮 シ毬状層及網状層

二脂肪テ紗 シク認 メタルモー般 二皮質 ノ脂肪微

量ナリキ。又髄質ニモ極 メテ微景ノ脂肪 テ認 メ

タリ。膵臓 ラ氏島 ノ萎縮 セ,レモノ存在 セシ外

特記スベキコトナシ。甲状腺 泌胞 ノ大サ不同

ニシテ膠檬質濃淡種々 ノ程度 二染色 シテ充満 シ

上皮ノ内腔ヘノ剥離少 シアルモ濾胞間壁 ノ消失

融合間質結締組織 ノ硝子様攣性ハ認 メラレザリ

キ。腸間膜淋巴腺 殆 ド全部 ノ淋巴腺ラ精細二

鏡検セルモ類上皮細胞結節、乾酪攣性竈、萎縮

セル上皮様細胞結節、結締織化 セル上皮様細胞

結節,硝子様化竈、白塁化竈、石灰化竈等認 メラ

レザリキ。皮膜及梁 二結締織紗 シク檜加 セルモ

ノアリ叉多少二拘 ラズ赤血球喰現象認 メラレタ

リ。此喰現象ハ主 トシテ縁寳 二認 メラレ赤血球

歎ハ1個 或ハ数個 ニシテ多クハ無核ナレド時 二

有核ノ赤血球モ少撒認 メラレタリ。叉淋巴腺ニ

ハ多少二於テ「ヘモジデリン」色素 ノ沈著アリ喰

セラレテ崩壊セル赤血球 ノ鐵反慮ハ淡緑色雲架

状二幽カニ陽性ナリキ。更 二普通有核赤血球及

骨髄細胞褒現セルモ大有核赤血球 ノ褒現稀ナリ

キ。實質内二小出血 テ認 メタルモノ少数 アリ又

稀二寳中二赤血球中等度二充満 セル淋巴腺存在

セリ。胃 胃腺萎縮性ニシテ粘膜固有層二輕度

ノ小圓形核細胞浸潤 テ認 メタルモ粘膜下組織 ソ

ノ他二慶化テ認 メザリキ。大腸限局性李滑 ニシ

テ異常アルラシク見受 ケラレタル部分9個 所 テ

鏡検致 シタレドー般 二粘膜固有層ハ萎縮性 ニシ

テ輕度ノ小圓形核細胞浸潤 テ認 メ所 ニヨリ特 二

糊莫固有層薄 ク結締織周園 ヨリ紗 シク密ナ リシ

以外畠璽化テ認メヂ リキ。小腸、粘膜固有層一

般二軽度萎縮性 ニシテ廻腸 ノ上部 二増犠 下部昌

中等度 ノ小圓形核細胞浸潤(圭 トシテ少激 ノ「プ

ラスマ」細胞 テ混ズル淋巴球)ラ 認 メタリ。肺

一般二肺胞壁菲薄水腫楳ニシテ毛細血管中二赤

血球少敷二認 メラレ肺胞中ニハ「エオジン」二淡

染セル漿液充満 シ僅少 ノ細胞及繊維素ノ析出ラ.

認 メタリ。左右肺門部、氣管分岐部及氣管側淋

巴腺、存在セル殆 ド全ベテノ淋巴腺 ラ精細二鏡

検㍗ ルモ右肺部局第…次氣管枝肺淋巴腺 ラ除 ク

他 ノ淋巴腺 ニハ組織化 セル類上皮細胞結節 ラシ

キモノ2個 テ認 ノタル外結核性病竃認 メラレズ

ー般 二炎症性硬化張 ク多少二於 テ赤血球喰現象

テ認 メタリ。又淋巴腺 ニハ多少二於 テ 「《・モジ

デリン」色素沈著セルモ結締織 ニテ硬化 セル部

分 ニハ「ヘモジデリン」色素テ認 メザ リキ。更二

普通有核赤血球及骨髄細胞磯現 セルモ大有核赤

血球 ノ登現稀 ニシテ實質内小出血ハ認 メラレザ

リキ。炎症性硬化、赤血球喰現象 「ヘモ ジデ リ

ン」沈著ハ下部 ノ淋巴腺程強 ク上部 ノ淋巴腺程

弱 カリキ。,

主要ナル部分ノ肉眼的及組織的所見

1・ 右肺 ノ硬結部肉曝的所見

右肺硬結部 テ肺 ノ縦軸二卒行 シテ

右 肺 上 部 胸 縦 隔 面

(附圖第1圖 参照)

肺 尖

㌧

＼
ー
泌
廓亀

Lハ 淋巴腺B・ ・氣管枝

Vノ ・静 脈Aノ ・動 脈

鮎線ノ・上中ノ葉間載痕

黒線ハ淋巴管

上 圖 二示 スaa線 部 テ切割 セルニ上葉 二於 テー
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部黒色ラ呈 シ硬化 セル肺實質中昌胸縦隔肋膜及

上、中、繭葉間隔聖昌接 シテ大 サ0.6×0.5糎

ノ不正腎臓形 ラ渦 セル病竈 アリテソノ中心部 昌

ハ灰白色粉状 ノ乾酪物質存在 シ此乾酪部 ノ中心

部 ハ白色 ノ硬 キ石灰沈著 テ來 タシ其周岡 ハ灰白

色 ノ硝子様繊維性被嚢 ニテ被包 セラレ居 レリ。

又此病竈 ノ幌度 二灘入セル部分二CC線 切割面

二於 ケル病竈 ト全 ク其性状等 シキ娘結節 卜認ム

可キ極 メテ小ナル病竈1個 存在 ヒリ。bb線 部 ヲ

切割 セシニ痢竈被嚢 ノー・部僅二認 メラレタリ。

cc線部 ヲ切割 セルa-一部黒色 ラ呈 シ限局性=硬

化 セル肺實質中二帯黄白色粉状 ノ乾酪物質 ガ灰

白色硝子様繊維性被嚢ニテ被包セラレ居ルモノ

アリ其大 サ0.7×0.7楓0.3×0.3楓0.2×0.1

糎、0.1×0.1糎 ノモノ・外小ナル爲メ測定不能

ノモノ1個 即圓形3個 榴圓形2個 計5個 ノ病竈

存在 セリ。dd線 部切割面(附 圖第2圖)ハ 其所

見大盟CC線 部切割面二等 シ。ee線 部切割面 ニ

ハcc線 部切割面二於ケルガ如キ所見 ノ肺實質

中 二帯黄灰白色寒天様或ハ帯黄白色粉状 ノ乾酪

物質 アリ上述病竈被嚢 ヨリ僅少二薄 キ灰白色ノ

被嚢ニテ被包セラル ・大 サ0.6×0.5楓0.4×

0・4糎、0,45×0.25糎 ノ圓形2個 卵圓形1個 計

3個 ノ病竈相接 シテ存在 セリ。ff線 部 テ切割セ

ルニ壁紗 シク肥厚 セルが如キ氣管枝認 メラレタ

ル外異攣ナカリシテ以テソレヨリ紗 シク右肺前

縁 二寄 リタル部分テ切 コセルニ帯黄灰白色軟 キ

寒天様乾酪物質 ラ含有 セル大サ0.4×0.4糎 鉛

筆大 ノ氣管枝認 メラレ其周園 ノ肺實質紗 シク膨

脹不全状態 テ呈 セリ。 「

丑.右 肺硬結部組織的所見

aa切 割面 病竈 ノ乾酪物質ハ元 ノ揮力繊維 ノ造

構(Gerifstlテ 有スル無構造質 ヨリ成 リ其中心

部 ニハ弾力繊維造構 二關係 ナク多量 ノ石灰沈著

シ又乾酪慶性部 ノ周邊 ニハ少量 ノ石灰禰蔓性二

沈著 シ居 リ同時二少量 ノ炭粉認 メラレタリ。被

嚢ハ内側 ノ硝子檬被嚢 ト外側 ノ普通膠性織維被

嚢 ヨリ成 リ此内外被嚢共 二下記部局第一次氣管

枝淋巴腺 二於ケル病竈被嚢 ヨリ薄 カリキ。』硝子

様被嚢 卜乾酪物質 トノ境界部 ニハ炭粉少量昌沈

著 シ且ツ此被嚢 ヨリVanGieson昌 紅染 セル

織細ナル繊維ガ乾酪物質中へ斜昌入り込 竃居 レ

リ。被嚢 ノー部ハ胸縦隔肋膜及上中南葉聞隔壁

昌接績 シ其接績部昌於 ケル肋膜及隔壁ハ肥厚 シ
ノ

其肺肋膜 ノ弼性織維限界層 昌滑 堕多量 ノ炭粉沈

著セリ。又病竈周園 ノ肺實質高度 ノ炭症性硬化

二陥 リ弼力織維 ハ弧度 轟牧縮 シ縮毛欣或ハ屑耽

デ呈 セリ。娘結節病竃ハ同檬 ノ被嚢昌被包セラ

レ乾酪物質中=ハ 石灰 ノ沈著全 ク無 ク75倍 以

下 ノ披大aテ ハ認 メラレズシテ300倍 以上 ノ櫨

大二於テ認 メ得 ラル ・溶解核 ノ崩壊核 ノ極 メテ

僅少ガ認 メラル ・ノ竃ナリキ。是等雨病竃間昌

ハ管腔内=少 量 ノ乾酪物質《無構造質)■含有 シ

壁=ハ 病的漿化全 ク認メラレザル2本 ノ氣管枝

梢 ノ糾断面認メラレタルモ何虎 ニモLanghans

氏亘態細胞(爾後 ラ氏亘態細胞 卜記 ス》結核菌及

化膿菌ハ認ノラレザ リキ。cc切 割面 此切割面

二於 テ認メラレタル5個 ノ病竃大艦aa切 割面

二於 ケル娘結節病竃 二等 シキ所見テ呈 シタレド

乾酪物質中二明二炭粉 ラ認 メタル病竃存在 シ又

硝子様被嚢 ノ普通膠性織維被嚢ヘ ノ移行部二於

テ上皮檬細胞及 ラ氏互態細胞 ヲ認 メタル病竃2

個存在 セリ。病竈周園及病竃間肺實質ハ虚脆硬

化 二陥 リ此硬化部 ノ外方二債張不全性肺賓質 ア

リ更 ニソノ外方ニハ氣腫状 テ呈セル肺實質少量

存在 セリ。硬化肺實質ニハ小圓形核細胞`主 ト

シテ「プラス・r」細胞ラ混ズル淋巴球)可 ナ9彊

度二浸潤 シ小結節状 ラナセルモノ4個 認メラレ

タリ。結核菌及雑菌共 二←一、。

ee切 割面 此切割面二於 ケル病竃所見ハ大艦

cc切 割面 二於 ケル病竈所見二等 シケレド此切

割面 二於 ケル3個 ノ病竃中1個 ハ軟骨片 ヲ有ス

ル氣管枝病竈ニ シテ管腔中ニハ退行憂性核片 テ

極 メテ少教二認 ムル無構造質及多獄 ノ退行痩性

核 ト無構造質 ヨリ成ル膿檬物質充満 シ膿檬物質

中二崩壊結核菌3個 認 メラレタリ。氣管枝病竃

ノ氣管枝壁ハ粘膜下層二上皮様細胞及 ラ氏互慈

細胞認 メラレ坊レヨリ漿膜側 二小圓形核細胞中
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等度二浸潤 シ軽度二肥厚 シテ弼力織維迂曲蛇行

シ血管ハ多 ク結締織性 二閉塞セリ。他 ノ2個 ノ

病畜中1個 ニハ硝子檬被嚢認 メラレズシテ比較

的薄キ少量 ノ小圓形核細胞浸潤 ラ有スル普通膠

性績維被嚢 ノミ存在 シ他 ノ1個 ニハ薄キ硝子檬

被嚢存在セリ。病竈周園及病竃間 ノ肺實質バー

槌 腕性硬化ラー部膨脹不全 テ示 メセリ。ff切

割面 此切割面 二認 メラレタル病竈ハ軟骨テ有

スル氣管枝病竈1個 ニシテ管腔中ニハ少撒 ノ退

行愛性核片ラ有 スル少量 ノ無構造物質及多教 ノ

退行愛性核 卜多量ノ無構造物質 トヨリ成ル膿様

物質充蒲シ膿様物質中二完全ナル結核菌少教謬

メラレタリ(附圖第3圖 参照)。氣管枝壁モ侵カ

サレ居 リ壁 二定型的 ラ氏亘態細胞 ラ有 スル組織

疎性細網形成層(緒方)ガ組織化 シツ・アル小ナ

ル乾酪愛牲結節1個 謬 メラレタリ。此氣管枝 ト

胸縦隔肋膜 トノ間 ノ肺實質可ナリ強度 二硬化 シ

中二小ナル乾酪愛性竈1個 認 メラレタリ。又氣

管枝ノ胸縫隔肋膜側 ト反封 ノ側 二於 テハ少量 ノ

飾責質軽度二氣踵歌テ呈 セリ。而 シテ病竃周園

ノ肺胞壁ハ淋巴球少 ク雛 生成細胞 二富 メリ。

L右 肺硬結部 ノ部局第一次氣管枝肺淋巴腺肉

眼的所見

此淋巴腺ラ切割セルニ黒地二帯黄白色粉歌 ノ乾

酪物質テ灰白色硝子様縮維性被嚢 テ以テ包 ミタ

ル卵圓形0.25×0.2糎 ト圓形0.2×0・2糎 ノ2

個ノ病竈明噴二出現 セリ。雨竃ハ鰍 ノ黒色實

質ニヨリテ隔テラレ居 リ大ナル卵圓形 ノ病竃被

嚢淋巴腺皮膜二接績 シ其接績 セル部分 ノ皮膜肥

厚 シテ白色蝋様 ラ呈 セリ。又實質 ノー部分皮膜

ノ突入セルガ如 ク硬化 シ居 レリ。

IV.右 肺硬結部 ノ部局第一次氣管枝肺淋巴腺組

織的所見

皮膜肥厚 シ肺二癒著 セル部分二於テハ肋膜 卜共

二厚皮 ラ形成 シ其癒著部二於ケル病竃近接部 ノ

鮪實質盧脆硬化 二陥 リ劇 駐硬化部周園 ノ肺實質

軽度二氣厨 伏ラ呈セ リ。病竃ハ中心部弾力綾経

染色二於テモ何等 ノ造構 テ認 メザル無構造 ノ乾

酪慶性物質 ヨリ成 リ大ナル方 ノ病竃 ノ乾酪髪牲

物質中ニハ溶解核.崩 壌核 ノ残骸 テ影 ノ如ク薄

ク300倍 以上 ノ憤大(75倍 以下ニテハ認 メラレ

ザ リキ)二 於テ僅少二認 メ小 ナル方 ノ病竃 ノ乾

酪髪性物質中ニハ同様 ノ残骸 テ大ナル方 ヨリ紗

シク多撒二詔 メタリ。此中心部 ノ乾酪璽性物質

ノ外周ラ硝子様(或 ハ硝子様軟骨様)被嚢輪歌 二

被包 シ雨者 ノ境界部 ニハ炭粉僅少二沈著 シ所 昌

ヨリテハ被嚢 ヨリ乾酪物質中へ績細ナル織維放

線状 二入 リ込 ミ居 レリ。此硝子様被嚢極メテ僅

少 ノ萎縮核 テ有スル殆 ド同質二見ユル織細 ナル

綾維 ヨリ成 リ外方へ行 クニ從 ヒ漸次縁細 ナル織

雑ハ其太サラ檜 シ萎縮核ハ萎縮 ノ度減弱 シテ明

トナリ更二淋巴球加バ リ輪状二走行セル織維一

部斜二走 リテ普通 ノ膠性綾維被嚢二移行セリ。

此普通膠性雛 被嚢 ノ繊維モ亦大盟輪歌二走行

シ其外周淋巴腺實質 ヨリ遙 二淋巴球 ノ含量少量

ナ リキ。而 シテ此内外雨被嚢 ニハ弾力績維全 ク

認 メラレヂリキ。雨病竃間ニハ線」伏ノ寳 アリテ

炭粉ハ可ナ リ多量二沈著 シ「ヘモジデリン」モ中

等量 二沈著 セリ。病竃ニハ2氏 亘態細胞、結核

菌及其他 ノ雑菌認 メラレズ寳殊二縁寳ニハ赤血

球喰現象盛ニ シテソノ他 ノ所見ハ銑述肺門部淋

巴腺二等 シカリキ。

V.廻 腸債瘍 ノ肉眼的所見

廻腸 二存在セシ潰瘍数 ハ27ニ シテ之 ラ全周二

於 テ邊縁 テ有 スルモノ ト有セザルモノトニニ大

別スルラ得 タリ。

A.全 周二於テ邊縁テ有スルモノ

極 メテ淺 ク陥凹 シテ其形圓形、顛圓形、長圓形、

橋圓形 ラナ シ大サー般二小ニシテ文獄 上 「レン

ズ」歌結核性濾胞性債瘍二相當 シ潰瘍周園 ノ粘

膜二放線歌 ノ舞膿iテ認メシモノ極 メテ少敷存在

セリ。又潰瘍部腸壁周園 ヨリ軽度二硬固 ノモノ

少薮存在セリ。邊縁ハ灰白色ラ呈 シ隆起 スルコ

トナク鋸歯状テモ呈セズ墾入 モナク不滑 ナリ

キ。潰瘍底ハ多 ク周園 ヨリ灰 白色強 ク牢滑 ニシ

テ光爆 アリタリ。漿膜面ニツキテハ次 ノモノト

共二纏括的二後記スベ シ。

B.全 周二於テ邊豫ラ有 セザルモ ノ
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其形種 々ナル不竪形 ラナシ糧 度 昌陥 凹 セルモ ノ

殆 ド準坦 ナルモ ノ略R同 敷 昌存在 シテzド坦 ナル

モ ノハ部 分的邊線 ノ存在 昌ヨ リ其形 ラ推定 シ叉

潰瘍 ノ存在 テ知 ル ラ得 タ リ。大 サ比較的大 ナル

モ ノ存在 シ此潰瘍 ノ多 クハ文獣 上 ノ結核性潰瘍

二相常 シ潰瘍 周囮 ノ粘膜 二梶度 ノ放線状 ノ敏袈

ラ認 メシモ ノ極 メテ少撒存在 セ リ。 又潰瘍部腸

壁周閲 ヨリ幌度 二 硬固 ナ リシモ ノ多撒 存在 セ

リ。部分的 昌存在 セ シ邊線 ハ灰 白色 デ皇 シ奉滑

ニ シテ鋸 噛状 テ呈 セ シモ ノ紗 ナ ク糎度 二隆起 セ

ルモ ノ ト然 ラザル モ ノ ト存亦 シ隆起 セルモ ノ ・

中 ニハ丸味 ラ帯 ピテ突 出 シ且 ツ磐 入セル爲 メ小

「ピ ンセ・'ト」ニテ翻 専シ得 タルモ ノ存在 セ リ
.又

邊縁 ナキ部 分ハ潰瘍 ノ境界不明 ナ リキ。 潰瘍底

ハ多 ク周 園 ヨ リ彊度 二灰 白色 テ呈 シ李滑 ニ シテ

光澤 アリタ レド少歎周園 ノ粘膜 ト等 シク小穎粒

状 テ呈 セ リ。漿膜面 ニツキテハ前者 ト共 二縮括

的 二後記 スベ シ。

全潰瘍 テ通 ジテ大 サ最 小0.3×0.3糎 最 大2.3

×0.7糎 ニ シテバ イエル板 二生 ジタルモ ノナル

コ ト明ナルモ ノ梢 竃多鍬存 在 セリ。形 ハ圓形 、

類圓形、橋 圓形、長圓形、長方形及多角形 ノ不 整

形 テナセ シモ ノ多数 ニ シテ殊 二不整多角形 ノモ

ノ多 カリキ。又長 キ形 ノモ ノニ アリテハ腸 ノ縦

袖 二直角 ノ方向 二存在 セシモ ノ極 メテ少 ク不行
鴨
二存在 セ シモ ノ多 カ リキ。潰瘍部腸壁 ノ肥厚萎

縮 テ示 メセルモ ノ少数 ニ シテソ ノ度 モ亦 軽度 ナ

リキ。漿膜面 ハ全ベ テ灰 白色 テ呈 シ結核結節 テ

認 メザ リシモ放線状 二在 ラザル限局性数髪 テ有

セ シモ ノ織維1性紮片 ノ附著 セシモ ノ極 メテ少敷

存在 セ リ。但 シ黒褐色 二著色 セル粘膜部 二存在

セル潰瘍 ハ何 レモ黒褐色 テ呈 セ リ。叉潰瘍 ニハ

アラザル モバ イエル板 ノ大部分李滑 ニシテ硬 ク

周園 ノ粘膜 ト同檬 ナル光澤 ラ有 シテ牢坦 テナ セ

ル モ ノ個 存在 セ リ。

VI.廻 腸 潰瘍 ノ組織的所見

潰瘍 ノ物質訣損 ガ筋層 二迄及 ピ結締織 ニテ修理

セ ラレ居 リタルモ ノ少激存在 セ シ外 ハ伺 レモ潰

瘍 性破壊淺 クシテ粘膜下層 二止 マ リ居 レリ。邊

維 ハ多激 ノ潰瘍 昌於 テ多少ハ存 スレ ド曇入シ居

リ邊縁虹 ピa塵 部ハ廻腸下部昌存在 セシ唯2個

ノ潰瘍昌於テ縮小核,崩 壌核及 ピ多撒 ノ多形核

白血疎 チ有 スル壌死組織 ガ限局性昌附著セル外

ハソノ大部分結締織繊維昌テ被覆セラレ中昌ハ

更二磐入部及底面 ノ盤入部近 ク昌於テ圓柱上皮

ノ再生ラ認 メシモノ少激存在 セリ。該壊死組織

ノ雨側 ニハ強度 ノ小圓形核細胞侵潤テ有スル虜

ハ殆 ド有 セザル結締織隣接 シ漿膜側 ノ粘膜下組

織 ニハ殆 ド細胞浸潤ナク結締樹 曾殖セリ。憤霧

面 ノ結締織織維ニテ被覆セラレ居 ラザリシ部分

昌ハ必ズ小圓形核細胞浸潤強度昌シテ類上皮細

胞混在セリ。叉潰瘍面 ノ結締幟繊維 昌テ被覆セ

ラレ居 リシ部分ニハ上皮檬細胞 テ有 スル小圓形

核細胞浸潤存在 セルカ或ハ細胞浸潤殆 ドナキ上

皮様細胞 ラ有 スル結締織存在 セリ.而 シテ後者

ノ部分ハ筋層迄殆 ド細胞浸個ナク前者 ノ部分ハ

漿膜側へ行 クニ從 ヒ細胞浸潤ハ急 二減少 シテ樫

度 トナリ居 レルカ或ハ漸減 シテ中等度 トナリ更

二輕度 トナ リ居 レリ。又物質訣損深 キ潰瘍二於

テハ細胞浸潤ハ或ハ筋層迄或ハ漿膜迄及 ピ窩メ

ニ或ハ筋層 ノ間 二細胞浸属 テ有 スル結締織 ノ闇

隙 テ生 ジ或ハ漿膜 ノ結締織性肥厚 テ來 タシ居レ

リ。 サレド斯ルモノ極 メテ僅少 ニシテ禦膜ハ勿

論筋層 ニモ異常ナキモ ノ多 カリキ。潰瘍面 ト筋

層 トノ間殊 二筋層 二近 キ粘膜下層 ノ細胞慢潤 ラ

中等度或 ハ軽度 二有 スル或ハ殆 ド有 セザル結縮

織中二稀 ニハ筋層間二或 ハ漿膜 二小結節 トモ幕

シ難 キ5乃 至10ノ 上皮様細胞群族可 ナリ存在

シ多数 ガ結締織 二完全 二被包 セラレ軽度或ハ中

等度組織化セリ。叉斯 カル類上皮細胞群籏中二

亘態細胞 ラシキモノラ有 セシモノ歎個存在 セ

リ。細胞浸潤 ハ全潰瘍 ラ通 ジテ廻腸下部 二於テ

ハ少激 ノ「プラスマ」細胞テ混 ズル嚇巴球 ニシテ

其度強 ク上部へ行 クニ從 ピ「プラスマ」細胞鱈加

シ途ニハ淋巴球 ト同数位二存在 シ細胞浸潤 ノ度

モ亦漸次減弱 シ中等度 トナリ居 レリ。又漿膜 ノ

細胞淺潤昌ハ 「プラスマ」細胞比較的多歎ナリ

キ。而 シテ邉縁 ノ隆起ハ細胞浸潤 ト結締儀ノ噌
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生二閃 レリ。 潰瘍 中 ニハ潰瘍 ノ大 サ昔今 ヨ リ大

ナ リシモ ノ今 ハ周園 ヨリー一部完全 二修理 セ ラレ

テ縮小 セリ ト思惟 セ ラル ・モ ノ及斯 ク修 理 セ ラ

レッ ・ア リト思惟 セ ラル ・モ ノ少激 存在 シ、 ソ

ノ完全 二修理 セ ラレタル部 分ハ肉眼的 ニハ何等

ノ異常 モ認 メラレズ シテ組織 的 二'・細胞浸潤 ナ

ク結締鐵 壌殖 シテ廠痕 化 セル粘膜 下組織 ノ上 ラ

侵害 セラレザ リシ部分 ノ粘膜固有層 ト全 ク同 ジ

像 テ呈 スル粘膜 固有層或 ハ連 峯 ノ如 ケ或 ハ殆 ド

卒坦ナ ル層 ラナ シテ被覆 シ居 り、 侵害 セ ラレザ

ル部分 ノ腸壁 ト次 ギ ノ諸黙 二於 テ相 違 アリタ

リ。即

1.粘 膜下層 ノ廠痕 化

2.粘 膜下層 二小結節 トモ醇 シ雌 キ組織 化 セル

類皮細胞群 籏少激存在 セ シコ ト

3.粘 膜固有層 ノ形異 ナル コ ト

4.粘 膜筋暦殊 二其筋層 中 ノ弼 力緩維 ノiR失 警

之 ナ リ。余 ハ偶然唯1個 ノ全 ク完全 二修理 セラ

レ肉眼的 ニハ全然異常 ラ認 メズ シテ顧微鏡的 二

濾胞3個 ノ中2個 禰蔓性 二周固 二浸潤 セル粘膜

下層 ノ廠痕 ラ黄 見 セ リ。該壌死組織 ノ巾其 他何

慮 ニモ結 核菌 ハ認 メ ラレズ シテ唯壌死組織 ノ中

潰瘍 面及侵害 セ ラレザ ル腸 壁粘膜面 二於 テ 「ノ

チー レンブ ラウ」液 ニテ青染 セル桿菌1恐 ラク大

腸菌 ナ ラン)テ 認 メタル ノ ミナ リキ。

第三章 纏括拉二考按

本例 ノ結核病竃 ハ右 上葉 二於 テコ レ ト中葉 トノ

境界部 ニアリ、襖 歌 テナセ リ。結核性 肉芽組織

殆 ドナ クソノ中央部 乾酪婁性 二陥 リ居 レルモ周

園ハ結締識被膜 ニテ被 包 セラ レ居 レリ。 ソノ乾

酪愛性物 ハ肺門部 ヨ リ最 モ隔 リ居ル虚 二於 テ中

等度 ノ石灰沈著 テ謹 明 セルがソ ノ他 ノ部 ハ軟 化

シ、之 ニガ麟 軟化物 トナ リ所 暑 ノ氣管枝 二破 入

シ居 リテ結核菌少教 二見出 サ レタ リ。此肺病竈

二栂當セル肺第一次 氣管枝 肺淋巴腺 内 ニモ結締

綴ニテ被 包セ ラレタル乾酪竈 テ認 メ居 レリ。之

ニハ石灰娑性 ハ認 メ ラレザ リキ。

今本例 ノ所見テPuhlノ 原登竃 ト再感

竃 トノ比較表

陣 套 竃 再 惑 竃

位 鴫蝦輩 灘孝
普通一個1通 例教個

形 歌

境昇及被嚢

周園組織

石 灰 化

化 骨

局所淋巴腺

球形綱 癬
境界鏡利被嚢薄境界不明被嚢 一
シ シ

正 常 硬牝ス

著 明 __裡 セ ズ
繕ナリ著 明

癩 祠 騨 ヲ認メ

二照合 シ考 フル時 ハ原登竃 トシテハニ 三之 二符

合 セザルモ ノアレ ド肺及 ソノ他盟部 二初期愛 化

群 卜見倣 スベキ病愛 ハ認 メ ラレザ リシニ依 リ右

肺 ノ結核性愛 化 ラ以 テ初期髪 化群 ト見倣 シ得 ベ

キモ ノ ト思惟 へ。

凡 ソ人艦 二於 ケル結核感染 ハ其大 多数 ～90%》 ハ

小見期 末迄 二起 リ得 ルモ ノナルハー般 二信 ゼ ラ

レ居 レ ドモ、 近時我 ガ國 二於 テハ 臨躰 ヒ有馬

(英b、 菊 地、松 田 ノ3氏 ハ健康 ト見倣 サ レ居ル

札幌 市某 小學見 童807名 ニ ツキデ ピ,レケー一反

慮 ニテ調査 シ其結核感 染卒42%ト 報 ジ、 有馬

暎)、Ill科 、 不破 ノ三氏 ハ北海道 第7師 團新 入

兵 士2854名 ニ ツキテ同法 ニ テ調査 シ其結核感

染 李55%ト 報 ジ、 又有 馬 暎)、 正 田雨氏 ハ昭

和4年5月 ヨリ6月 二亙 リ所謂健 康 ナル青年期

札幌市某 中學 生1227名 ニ ツキ結核感染卒73.1

%ラ 得 、是等 ノ成績 ヨリシテ有馬 氏 ・・人類 ノ結

核感染 ハ決 シテ主 トシテ少年期 二於 テ ノミ行 ハ

ル ・モ ノニ非 ズ シテ青年期 及 ソレ以後 二於 テモ

可 ナ リ多 キモ ノナル コ トテ確 メタリ。即氏 二依

レ・ご人類 ノ結核感染 ノ時期的割合 ハ、少年期 二

於 ケル感染 ラ約1た トスレバ青年期 ニ アリテハ

・/4残絵 ノ1/、 ハ青年期以後 二於 テ菅 マル ・モ ノ
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ト見倣 シ得 ト。

小林氏ハ昭和6年 我が梅軍 ノ肚丁 ノ中約30乃

至50%ハ 未グ 「ツ《ごルクリン」反慮陰性Aシ テ

種々ナル理由ニヨリ結核未感染者 ト解 スペキモ

ノナリト。瀧本,深 谷雨氏ハ北大附硯聲院二於

テ1928年 以降 看護法講習生 トシテ入學 セル圭

トシテ北梅道各地方出身 ノ弧健 ナル女子青年

207名 ニヅキ牛年 ヨリ4年 牛二亙 リ偏康撒態テ

親察 シ、新入當初ハ「ツ」皮内反慮陽性奉ハ43.4

%ニ テソノ中

都市出身者ハ陽性率71%

町村出身者 陰性率66.5%

ニシテ我ガ國現下 ノ女子青年ニハ伺結核水感染

者相當 アリ、是等 ノ中初感績登性結核 二罹患 ス

ルモノ叉可ナリアルモノト云 フコ トテ得 ト報告

シ居 レリ。

更 ラニ病理解剖組織學上 ノ検査成績 二依 レバ、

緒方氏ハ結核初感染 ノ時期ハ欧人 ト邦人 トノ間

二差異 アリ、即GhonヤSchtirmannノ 例ニ

ヨレバ5乃 至6歳 位迄 二初感染 ラ蒙 リ邦人ハ15

乃至20歳 位迄 ノ間二初感染 ラ蒙ルモノラシト。

沓掛氏二依 レバ青年期以後高齢者 二於テモ尚*

幼若ナル初感原駿竈 ラ見ルコ トハ注目ス可キ事

實ニシテ、氏 ノ例二於テモ50歳 以上 ノ者 二於 テ

乾酪憂性竈 ノ像 テ呈 スル初期 ノ結核性病攣 テ有

スルモノ122例 中15例 アリシト、 又SchUr・

mann,岡 等 ノ材料 二於 テモ同様 ノ症例 テ謹明

シ居ルラ以テ、斯 ノ如 キモノガ若年時二生 ジテ

其儘維持セラレタリトハ思考 セラレズシテ相當

高齢二達 スル迄結核 ノ感染 ラ受ケズシテ高齢 二

及ンデ初 メテ初感染テ感受 シタルモノト看倣 ス

可 キ宅ワ ナリト。

又扁田氏 ノ肺初感染竈33例 中26歳 以上ニシテ

乾酪髪性竈ナリシモノ3例 アリ。我ガ國二於テ

ハ青年期以後 ノ初感染居住地 ト貧富 ノ差ニヨリ

多少 ノ相違 アランモ存在 スルコトハ最早 疑ナ

シ。

今此初感染期 二關 シ本例 テ考察ス レバ右肺結核

病竈 二於 テ硝子様被嚢 ト乾酪物質 トノ境界部及

乾酪物質中昌微量ナ レド炭粉 ラ認 ノタルハ此病・

竈 ガ炭粉沈著後昌生 ジタル瞳昌シテ.又 該病竈

所見ガー般 昌比較的幼若 ナリシ昌依 り青年期以

後 ノ感染 ト看倣 ス可 キモノナリ。

几ソ肺 ノ初感染竈ハ全A6eテ必ズ治癒性 ニアラi,e

シテ幾行性 ニシテ或ハ慢性肺結核症昌移行 シ或

ハ空洞 ラ形成 スルモノ少敷存在 シ.又 其間種々

ナル移行型 ノ存 スルコトハ肺 ノ初期結核二開λ

ル文獣 ノ示 メス所ナルガ、本例 モ最初治癒傾向

少 クコレニ娘結節 卜認ムペキモノラ生 ジ肋膜炎

テ起 シ肺門側二進展 シテ逆 昌氣管枝 二破入セル

モノナリ、斯 クテ氣管枝 二破入セル乾酪性物質

ハ喀疾 トシテ排出セラレ之 ラ嚥下セル コトニョ

リ小腸 二結核性潰瘍 テ形成 スルニ至 リタルモノ

ナリ。

余ハ銑述 ノ如 ク廻腸 ノ全範園二亙 リ治癒傾向著

明ナリシ27個 ノ潰瘍テ見タリ。ソノ肉眼的所見

トシテハソノ邊縁 ハ多少肥厚 セルモノアルモ粘

膜層 ノ穿入等ナク、又 ソノ封側 ノ漿膜二於テ結

核結節 ノ形成 ナク唯繊維性 二肥厚 シ居ルモノテ

極 メテ少歎認 メタルノミナルコ ト及組織的所見

トシテ潰瘍面ハ少量 ノ壌死組識 ノ附著セルモノ

2個 ラ認 メタルモ定型的 ノ結核結節ナク唯類上

皮細胞 ノ小群籏 テナセルテ認 メタルノ乏、又潰

瘍面ハ結締織織維檜生 ト圓形細胞及 「プラスマ」

細胞 ノ浸潤 テ見 タリ。以上 ノ組織像 ヨリ見 レ〆

治癒的傾向明ナル潰瘍ナルコト明ナルモ、コレ

ガ軍純性 ノモノカ或ハ結核性 ノモノナルヵハ判

噺容易ナラズ、又本例 二於テハコノ潰瘍面 二結

核菌テ染出スルコ ト能 ハザ リシラ以テ、之 ラ以

テ定型的 ノ結核性潰瘍 ト見倣 シ難カランモ肉眼

及組織的所見ラ纏合 シ更 二他 ノ小腸部及大腸粘

摸 ニバカクノ如 キ潰瘍 ラ謹明セザ リシコ ト及腸

間膜淋巴腺 ニハ特殊 ノ愛化 ナキモ、之 ラ腸 「チ・

フス」性潰瘍、赤痢性潰瘍、加答見性潰瘍叉ハ

消化性潰瘍等 トハ鑑別 シ得ベク結核性 ノモノト

考 フルハ蓋 シ至當ナルベケ ン。

今余 ろ廻腸潰瘍 ラ他 ノ文獣二於ケル結檀性潰瘍

ト比較 スル時ハ從來 ノ報告二於 テハパイエル氏
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板二滑 ヒテ褒生 シ長楴圓形テナ シ、腸 ノ縦軸二

直角 ノ方向ニアリ、又 コレテ続園スル帯状 ノモ

ノニ多キラ常 トスレドモ、余 ノ例 ニテハ斯 クノ

如キ定型的 ノモノ極 メテ紗ナク廻腸全部 二亙 リ

小潰瘍不規則二散在セルモ、高木氏ハ腸 二二次

性結核性潰瘍 テ有 セシモノ・中14.6%二 於テ小

腸 ノミニ病痩 ノ限局セルモノラ見タリ。叉斯 カ

ル例二於テハー般 二病攣 ノ強度ナルハ紗 ク又潰

畜底テ粘膜下組織内二置ケルモノニテハ潰瘍底

昌相封セル漿膜側 二於テ結締織織維 ノ壇生全 ク

無キカ又ハ極 メテ微弱ナリト述べ居 レリ。余 ノ

例ノ如キモ高木氏 ノ記載例ニー致 シ居ルモ更 二

治癒的傾向 ノ著明ナルモノナリ。

几ソ結核性潰瘍 ノ治癒ハ粘膜組織 ノ檜殖、再生

拉ピニ化生 卜組織内不用物 ノ排除、器質化及被

包等ノ機轄 二依 リテ行ハル ・モノニシテ比較的

ヨリ途二完全迄清浄 トセラル ・モノナリ。

今本例 ノ潰瘍ハ所見全 ク之ニー致 シ比較的 ヨリ

完全二至〃迄清浄機轄行ハ レ居 リ且ツ完全二治

癒セルモノアリ、即治癒 シ又 シツ・アル良性 ノ

経過テ取 リ居ルモノナルコトラ謹明 シ居 レリ。

然ラバ本結核性潰瘍バー次性 力或ハニ次性二褒

生セルモノナリヤ即初感力轄移或ハ再感 ノ何 レ

ナルヤ ト言 フニ、1916年Ranke氏 結核症 ノ初

期憂化群ナル命名ニヨリテ結核初感染 ノ病攣 ノ

特殊性テ明ニ シ、更二GhonPotoschnigノ 雨

氏ガ1919年 二小見結核 二於 ケル肺及腸 ノ初感

染二就キ其病理解剖學的所見 ノ差異テ報告 シ原

嚢性腸結核 ノ意義 テー新セシメシヨリ、我 ガ國

二於テハ黒丸氏腸 ノ初期璽化群二就テ研索報告

シ、人類 ノ腸 二於 テハー次性結核ハ少 クソノ大

多教ハ績登性ニシテ其原登竈ハ肺ニアルコト多

シ トセ ラレ、本例 二於 ケル廻腸潰傷 モ亦二次 性

ニ シテ血行性
、淋 巴行性 ニ アラザル管 内性 ノ所

謂嚥下結核 ナル コ ト明 トナ レリ。

次 二本例 二於 テハ結核菌 ハ轄移 ナル カ賂又再感

染 二依 ルベ キヤニ就 テ攻 究 セザル可 カ ラザルモ

余 ハ右肺 二於 テ結核性病竈 テ見出 シ居 レリ、 ソ

レ故 二強 チ之 ラ外因的 二求 ムル必要 ナ シ。

次 二本例 ハ臨躰的所見殊 二血液像 ハ悪性貧血 二

相當 シ、病理解剖 上二於 テモ亦大盟 二於 テ之 テ

謹認 シ居 レリ。但 シソ ノ原因 ハ不明 ナ リ。

而 シテ結核 二關 スル肺及小腸 ノ憂 化 ハ臨躰 上 ニ

ハ全然顯 ハ レズ シテ主 トシテ貧血像 ガ全貌 ヲ支

配 シ居 リ、剖検 二於 テ初 メテ コレラ登見 セルモ

ノナ リ。然 ラバ コノ悪性貧血 ト結核 トノ關係 ハ

如何。貧血及萎黄病 ハ結核 二封 シ素因 テ有 スル

モ ノ トー般 二想像 セラレ居 ルテ以 テ、 本症患者

ノ貧血 ハ結核 ノ初期感染 二封 シ好機會 ラ奥 ヘ タ

ルモ ノナルベ ク又之 ガ治癒 セズ進行性 ナルモコ

ノ貧血 トー定 ノ關係 テ有 スルモ ノナ ラン。本例

ノ腸結核 ハ更 二進行性 ナ ラズ シテ治癒的傾向著

シキ事實 ハ貧 血 ガ本例 ニテハ ソノ病機 テ促進 シ

居 ラザルテ詮 シ居 ルモ ノナル カ個膿 ノ抵抗力 ガ

相當 二旺盛 ナルモ ノアル ニ基 ケルモ ノカ或 ハ初

期病竈 二於 テサへ結核菌 テ謹 明 スル コ トi妙ナ ク

況 ンヤ腸 ノ潰瘍 面 二於 テハ コレラ組織的 二謹明

シ得ザ リシニ於 テテヤ。 ソ レ故 ニソ ノ毒勢 ノ激

甚 ナ ラザルモ ノナルハ想像 スル コ トテ得 ベキ テ

以 テ、此低下 セル毒 力 ノ爲 メニ腸 二於 テ カ ・ル

良好 ノ結果 テ持 チ來 タリタル ヤモ計 リ難 シ。兎

二角斯 ル揚合 二於 テハ外 因 ノ外 内因的 因子 テ考

慮 二入ルベ キモ ノナ ラン。

第四章 結 論

本例ハ38歳 ノ悪性貧血 ヲ有 スル女屍 二於テ偶

然叢見セル青年期以後 ノ感染 二依ル右肺初感原

壷竈 ノ治癒傾向紗 ナク肺門側 二進展 シテコレガ

氣管枝二破入セル結核菌テ嚥下 セル爲 メニ多嚢

性小腸潰瘍 テ生 ジタルモノナリ。而 シテ貧血ハ

初期病竈 ノ成立及機轄二向 ヒー定 ノ素因テ與ヘ

タルモノナルベク又小腸結核 ノ治癒的傾向ン・微

弱 ナル病毒 ト個盟 ノ抵抗力 ノ合働 二待 ツベキモ
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